




























































































1) 研究対象者  
平成30年度に基礎看護学実習Ⅱを履修した
























































































 対象は計 66名であり，回収部数は 56 で回














文章数 75 個 148 個 























































































単語 頻度 単語 頻度
患者 32 患者 24
援助 25 病態 15
アセスメント 7 考える 11
考える 7 合併症 9
苦痛 6 必要 9
症状 6 援助 8
目指す 6 症状 7
スムーズ 5 情報 7
安楽 5 アセスメント 6
行う＋できる 5 確認 6





























































































































































































































































1）齋藤 貴子，宮堀 真澄 他：A 大学成人
看護学実習における看護技術経験の実際, 
日本赤十字秋田看護大学日本赤十字秋田短
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 久保宣子他：基礎看護学実習Ⅱに向けたシミュレーション教育の評価 
－テキストマイニングによるリフレクションシートの分析－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
図 2【さらによい実践や次回に向けた改善点】 
 
図 1【どんな援助を目指したか】 
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